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地方公共団体

取組⑥：勉強会の主催

職員のノウハウ蓄積のための
勉強会を主催

支援制度の紹介
国土交通省補助事業の活用
取組④：支援制度の助言

PDCAサイクルを円滑に回すための
ロードマップ、アクションプランの作成を支援
 検討体制の構築、検討資料の作成等

計画の実行に向けた
産官学の協議会設置
関係機関との調整

取組⑤：評価委員会の設置
地域の取組を評価できる
専門家の集団の形成を支援
 評価体制の構築、評価資料の作成等

取組②：協議会の設置・運営・関係者との調整

取組③：モデル事業の実施

技術開発の推進
企業等の支援

取組①：計画づくりの支援

■支援の全体像（イメージ）

令和３年度 パートナーシップによる先導的グリーンインフラモデル形成支援

目
的

 モデル事業の社会実装、モデル事業者の活動内容のＰＲ
 グリーンインフラ官民連携プラットフォームの活性化（多様な主体の参画による議論の活発化等）
 民間参入・金融部門の投資促進に資する施策立案（課題抽出と施策立案に資する事例収集等）
 地方公共団体向けのガイドライン（案）の策定
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令和３年度 パートナーシップによる先導的グリーンインフラモデル形成支援

地方公共団体とのヒアリングを実施し、その
内容をレポートとしてとりまとめ共有すると
ともに、着目すべき課題がある場合において
は、個別に連絡調整し、その解決に向けた検
討を実施する。

取組

特定分野において、施策を推進しようとして
いる地方公共団体の希望に応じて、官民連携
プラットフォームによる技術的なアドバイス
を行うとともに、その活動レポートを作成し、
ナレッジを蓄積する。

取組

特定分野において、施策を推進しようとして
いる地方公共団体をフィールドとして、その
活動をコンサルティングしつつ、先端的な技
術を有する企業等とのマッチングを進め、社
会実装を行う。

取組

支
援
メ
ニ
ュ
ー

支援
体制 (主)グリーンインフラ官民連携プラットフォーム

支援
内容

 ヒアリングレポートの作成

必要に応じて、個別支援

支援
期間 必要に応じて

支援
件数 すべての案件

ﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ
活動

 ナレッジの蓄積
 課題抽出、対応方策の検討

松 竹 梅

これらに加えて、ＷＥＢサイト上に、グリーンインフ
ラ官民連携プラットフォームの会員同士をマッチン
グを促進する機能を設け、自発的な交流を促進す
る工夫を行う。

【取組イメージ】
会員の情報（活動報告、効果事例、担当者の声、事
業の解説、研修情報、関連技術情報等）の掲載など

重点支援団体 重点支援団体以外の団体

支援
体制

(主)国土交通省、委託契約したコンサルタント

（補）グリーンインフラ官民連携プラットフォーム
専門家（アドバイザー派遣）

支援
内容

参画団体のマッチング

推進体制の確保
⑴勉強会の主催
⑵推進協議会の設立支援

技術的な検討
⑴計画・ロードマップ等作成支援
⑵事業評価・効果測定方法の検討支援
⑶活用可能な予算等制度の紹介

 アドバイザーの派遣（予定）
⑴事業評価の実施
⑵有識者、ファシリテータの派遣

地域でのイベント支援（予定）

支援
期間 １年間(～2022.3迄)を基本

支援
件数 ３団体程度

ﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ
活動

 ナレッジの蓄積
 課題抽出、対応方策の検討
 参画企業等の技術、活動内容等の紹介

支援
体制

(主)グリーンインフラ官民連携プラットフォーム

（補）専門家（アドバイザー派遣）

支援
内容

参画団体のマッチング

参画団体による活動

⑴参画団体の創意による自主的な活動
⑵活動レポートの作成

技術的な検討
⑴活用可能な予算等制度の紹介

 アドバイザーの派遣（予定）
⑴事業評価の実施
⑵有識者、ファシリテータの派遣

地域でのイベント支援（予定）

支援
期間 １年間(～2022.3迄)を基本

支援
件数 マッチングできる件数まで

ﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ
活動

 ナレッジの蓄積
 課題抽出、対応方策の検討
 参画企業等の技術、活動内容等の紹介
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支援事業のスケジュール

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

支
援
希
望
地
方
公
共
団
体
の
公
募
開
始

パートナー
シップ公募

７月中旬～

重
点
支
援
団
体

上
記
以
外
の
団
体

有
識
者
委
員
会
に
よ
る
審
査
（
結
果
公
表
）

７月
初旬

〆
切
（
６
月
29
日
）

パートナー
シップ公募

８月中旬～

※必要に応じて、個別支援の実施

８月末で
一旦〆切

９月末で
一旦〆切

※状況に応じて年末まで継続

※状況に応じて
年末まで継続

スタート
会議

・支援内容の確認
・参画団体に関す
るニーズ把握等

中
間
報
告

最
終
報
告
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
総
会
）

・参画団体との連携しつつ、
GIPF契約コンサルタントの派遣による計画等の検討
[検討内容] ⇒推進体制に関するアドバイス

⇒技術的検討

・上記に関する定期的な会議（●）の開催

庁内
勉強会

参画団体合流

参画団体
の合流

● ● ● ● ●

■ ■

・行政と参画団体による取組みの推進
・アドバイザー派遣（適宜）
・GIPF事務局による進捗会議（■）の開催

●

必要に応じて
個別ヒアリング

の実施

マッチング
成立団体

マッチング
未成立団体

令和３年度 パートナーシップによる先導的グリーンインフラモデル形成支援

※参画団体 ：応募団体の取組みへの支援を希望する事業者のことです。パートナーシップ構築支援によるマッチングにより選定します。（ＧＩＰＦ事務局，国土交通省が委託契約したコンサルタントは除く）
※スタート会議：重点支援団体選定後、国土交通省、ＧＩＰＦ事務局、国土交通省が委託契約したコンサルタント、及び応募団体の所管課による会議
※庁内勉強会 ：ＧＩとして事業を推進する際には、事業所管課に加え、庁内における複数の関係課が協働して取組むことが求められます。関係者のＧＩに関する基礎的認識を共有するための勉強会として、応募団体の必要に応じて庁内勉強会を開催します。
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支援対象団体の募集・選定

【募集対象】・グリーンインフラ官民連携プラットフォームの一号会員（地方公共団体）、及
び非会員の全国の地方公共団体を対象に公募を実施します。
※非会員の場合は、支援開始までの会員登録を条件とします。

【募集方法】・全国から多数の事業参加団体と募るため、国土交通省による記者発表、グリー
ンインフラ官民連携プラットフォームWebサイトでの情報発信（全会員への
メール発信）、学協会を通じて広報を実施します。

【選定方法】・原則、希望に応じて、応募された全ての地方公共団体への支援を実施します。
・その内、重点的に支援を行う団体（重点支援団体）と
して、３団体程度を選定します。
※３団体の選定は、応募資料を右記に示す視点から評
価して決定します。

地方公共団体の
募集と選定

評価の視点
・事業目的との合致度
・取組み意欲
・取組みの方向の明確さ
・推進体制の充足度

令和３年度 パートナーシップによる先導的グリーンインフラモデル形成支援

※選定の流れと、支援内容の決定の経緯は、以下の通りです。

重点支援団体等
選定までの流れ

支援希望
団体の公募

公
募
資
料
の
評
価

重点支援団体
の決定

重点支援団体
以外の団体

支援内容【松 】にて支援実施
※参加団体のマッチングを含む

応募者への
ヒアリング
(支援ニーズ把握)

参加
団体
マッチ
ング

支援内容【竹 】
にて支援実施

支援内容【梅 】
にて支援実施

マッチング
成立

マッチング
未成立



◆重点支援団体
・ スタート会議を実施し、重点支援団体の支援ニーズ・参画団体希望を把握します。
・ 参画団体は、重点支援団体のニーズを踏まえ、①支援希望内容、②連携を希望する事業者の業
種をWebサイトに公開して募集します。（既にパートナーシップ構築支援に登録されている団体の内、
重点支援団体のニーズにマッチしている団体へは、個別に連絡を致します。）

・ 参画希望団体の支援・連携可能内容をリスト化、各団体の要望を踏まえて参画団体を決定しま
す。その後、参画団体は、対象地方公共団体と連携してグリーンインフラに関する取組みを推
進して頂きます。

◆重点支援団体以外の団体（案）
・重点支援団体以外の団体は、希望に応じて事務局による個別ヒアリングによりニーズを把握し、
重点支援団体同様の流れで参画団体を募集します。

・ 重点支援団体のマッチング後に募集を行います。

5

参画団体とのマッチング

地方公共団体での
取組を支援する

参画団体の
募集・参画

ＷＥＢサイトでの団体の
紹介と参画団体募集

地方公共団体の取組みのバックアップを！
支援事業者を募集します！

●●市（▲▲県）

気候変動対応型まちづくり
のプランニングと評価

■■市（〇〇県）

グリーンコミュニティへの
意識醸成と実践

■取組みで目指すこと
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
あああああああああ

■支援を希望する内容
・あああああああああああああああああ
・ああああああああああああああ
（希望業種：造園事業者・大学）

⇒支援を頂ける団体は、登録を 登録

■取組みで目指すこと
ああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああ
あああああああああ

■支援を希望する内容
・あああああああああああああああああ
・ああああああああああああああ
（希望業種：造園事業者・大学）

⇒支援を頂ける団体は、登録を 登録

団体の支援ニーズ・
連携パートナーニーズの把握

 選定された団体と、ＧＩＰ
Ｆ事務局とのスタート会
議の開催

 会議にて、団体の支援
ニーズ・連携パートナー
ニーズを把握

 重点支援団体以外は、事
務局の個別ヒアリングで
ニーズを把握

団体へ照会

登録事業者リスト
を選定団体へ照会
し、連携する事業
者を選定

[リスト内容]
・団体名（業種）
・担当者名
・支援内容
・支援の範囲

グリーンインフラ
への能動的

取組みを推進
登録リスト
団体名 氏名 支援内容

令和３年度 パートナーシップによる先導的グリーンインフラモデル形成支援
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